現象に 連関して いるか は、 遺憾ながら 私自身に もよ く 

わからない。 この 一 編 を 書く ようになった 動機 はむし 

ろ この 点に 対する 私の 不可解な 疑念で あると 言つ て も 

、ヽ o 

レ レ 

私 は 子供の 時分から、 医者の 診察 を 受けて いる 場合 

にきつ と 笑いた くなる という 妙な 癖が ある。 この 癖 は 

こんせき 

大きくな つても なかなか 直らなくて、 今でも その 痕跡 

だけ はま だ 残って いる。 

病気と いっても 四十 度 も 熱が あったり、 あるいは か 

ら だの どこかに 堪え難い 痛みが あ つ たりす るよう な 場 



合 はさす がに そんな 余裕 はない が、 病気の 自覚症状が 

それほど 強烈でなくて、 起き上がって すわって 診察し 

て もらう くら いの 時に- J の 不思議な 現象が 起こる の で 

ある。 

まず 医者が 脈 をお さえて 時計 を 読んで いる 時分から、 

そろそろ この 笑いの 前兆の ような 妙な 心持ちが からだ 

のど こかから 起こって 来る。 それ は 決して 普通のお か 

しいと いうよう な 感じで はない。 自分の さし 延べて い 

る 手 を そのままの 位置に 保とうと いう 意識に 随伴して 

一 種の 緊張した 感じが 起こる と 同時に これに 比例して、 

からだの どこかに 妙な くすぐった いような たよりない 



ちまう 

いる 痴呆の 男が 往来で いろいろの おかしい 芸当 や 身ぶ 

リ をす るの を 見て いても、 少しも 笑いた くなら なかつ 

た。 むしろ 不快な 悲しい ような 心持ちが した。 酒宴の 

席な どで いろいろ 滑稽な 隠し芸な ど を やって 笑い 興じ 

ている の を 見る と、 むしろ 恐ろしい ような 物す ごいよ 

うな 気がする ばかりで、 とても いっしょ になって 笑う 

気になれなかった。 もっとも これ は 単に ペシミストの 

傾向と 言って しまえば、 別に 問題に はならない かもし 

I f ヽ 、、ゝ o 

ホる レカ 

そうかと 思う と、 たとえば はげしい 颶風が あれて い 

る 最中に、 雨戸 を 少し あけて、 物 恐ろしい 空 いっぱい 



全身が ゆらゆら 揺れ動く の もこれ と 似た ところが ある _ 

そういう 断続的の 緊張 弛緩の 交代が、 生理的に 「笑い」 

の 現象と 密接な 類似 を もっている。 従って 笑いに よく 

似た 心持ち を 誘発し、 それが ほんとうの 笑い を 引き出 

す。 とこうい うような 事ではないだろう か。 こう 思つ 

て 自分の 場合に 当た つ てみ ると ある 程度まで は それで 

うまく 説明が できる ように 思われる。 医者に 診ても 

ら つ て 深呼吸 をす る 時な どに は 最も 適切に 当てはまる 

し、 その他の 場合で も あまりた いした 無理な しに 適用 

しそうで ある。 

この 仮説が 確かめられる 時 は、 自分の 神経の 弱さ、 



に 考えて みると 緊張に 次ぐ 弛緩の 後に その 余波の よう 

しちょう 

な 次第に 消え 行く 弛 張 の 交錯が 伴な うように 思われる。 

しかし 弛緩が きわめて 徐々 に 来る 場合 はどう もそう で 

ないよう である。 

惰性 を もった ものが その 正常の 位置から 引き 退けら 

れて、 離 たれた 時に、 これ を その 正常の 位置に 引き も 

どさんと する 力が 働けば 振動の 起こる と いうの は 物質 

界に はき わめて 普通な 現象で ある。 そして 多くの場合 

1 アイス プレ I ス メント 

において その 惰性 は恒 同で あり、 弾力 は 変 位に 

正比例す るから 運動の 方程式 は 簡単で ある。 しかし こ 

の 類型 を 神経の 作用にまで も 持って行こう とすると 非 



こわ を 一 つ の working liypothesis として 見た 時に 

が いぜんて き えんえき 

は、 そこから いろいろな 蓋然 的な 結果が 演繹され る。 

たとえば 笑い やすい 人と 笑いに くい 人な どの 区別が、 

力学の 場合の 「粘性」 や 「摩擦」 に 相当す る 生理的 因 

子の 存在 を 思わせる。 粘液質な どと いう 言葉が 何 かの 

啓示の ように 耳に ひびく。 あるいは 笑いの 断続の 「週 

期」 と 体質 や 気質との 関係 を 考えさせられる。 また か 

リに 「笑い」 が 人類に 特有な 現象 だと すれば、 他の 動 

物で は 質量 弾力 摩擦の 配合が 週期 運動の 条件 を 満足 さ 

せない ために 振動が 無 週期 的 aperiodic になる ので は 

ないかと いう 疑い も 起こる。 



子供の 笑いと 子供に はわから ない おとなの 笑いとの 

間に は 連続 的な 段階が ある。 (A) 尊厳が そこなわれ 

た 時の 笑い、 (B) 人間の 弱点が あばかれた 時の 笑いな 

ど は 必ずしも これ を 悪意な schadenfreude とば かり 

は 言われない。 ここに も ある 緊張の ゆるみが 関係して 

くる。 

(C) 望みが 遂げられた 時の 喜びの 笑い、 これ も 無理 

なしに ここの 仮説の 圏内に はいる。 

少しむ つかしくな るの は、 (D) 得意な 時の 自慢 笑い、 

(E) 軽侮した 時の 冷笑な どで ある。 しかし (D) に は 



(A) と (c) の 混合が あり、 (E) に は (B) や (D) 

の 錯雑が ある。 

(F) 苦笑と いうの が ある。 これ は 自分 を 第三者と し 

て 見た 時の (A) と (B) とが 自分 を 自分と した 時の 

苦痛と 混合した もので でもあろう か。 

こんな ふうに しても つと いろいろな 種類の 笑いが L 

MN …… というぐ あいに 導き出され そうに 思われる。 

しかし このような 問題 はもう 純粋な 心理の 問題に なつ 

て 肉体と の 縁が 遠くな る。 これ は 自分 のこ こに 言おう 

とする 事ではなかった。 



読者の 内に もし 専門の 学者が あらば その 人 はこの 私 

しろうと 

の 素人 考え を 正して くれる かもしれ ない。 もし また 素 

人で 同じ 経験 を 持って いる 人が あらば、 その 人 は 同じ 

問題の 追求に 加勢して くれる かもしれ ない。 このよう 

な 考えから、 私 はこの 懺悔と も 論文と もっかな いもの 

を 書いて しまった。 この 全編の 内容が 一般の 読者の 

「笑い」 の 対象になっても、 それ はやむ を 得ない ので あ 

る。 

(付記) この 稿 を だいたい 書いて しまって 後に、 ベ 

ルグ ソンの 「笑い」 という 書物が 手に入って 読んで み 

た。 なるほど おもしろい 本で ある。 この 書の 著者 は、 



見いだ して 多少の 安心 を 感じる 事が できた。 

これらの 読後の 感想に ついてはし るしたい 事が いろ 

いろ あるが、 この 稿と は 融合し ない 性質の もの だから、 

それ は 別の 機会に 譲る 事に した。 

(大正 十 一年 一月、 思想) 
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